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Ａ．研究目的 
  AYA世代がん患者の妊孕性温存の教育・啓発を
行うためのシステム構築および資料作成を本研究
の長期的な目的として活動して来た。 
平成27年度は、情報提供型がん・生殖医療ネット
ワークである滋賀がん・生殖医療ネットワークを
立ち上げた。平成28年度は、 滋賀県内のがん治療
13施設で同一のスライドを用いがん・生殖医療に
関する研修会を実施し、研修会実施後に医療者に
対してアンケートを実施することにより研修の内
容につき参加者の理解の程度につき調査を行い、
問題を抽出した。また、がん・生殖医療に関し患
者への情報提供を行う際に用いる資料について同
様にアンケートを行った。さらに同年は、日本国
内初となるがん患者への妊孕性温存治療に対し助
成するシステムを滋賀県とともに構築した。平成2
9年度の研究目的は、前年度の研究結果をもとにし
て既存の教育・啓発を行うためのツールを勘案し、
患者説明用映像と患者説明用イラスト集の作成す
ることとした。 
 
  Ｂ．研究方法 
既存の患者説明用ツールの内容を検証し、不足し
ているものを作成することとした。 
なお、本研究は、下記の多くの研究協力者の協力
によりなしえた。亀田総合病院生殖医療科川井清
考、滋賀医科大学総合外科学講座目片英治、腫瘍
センター河合由紀、田﨑亜希子、尾崎由佳、木村
由梨、外科学講座消化器・乳腺一般外科清水智治、
内科学講座消化器・血液内科木藤克之、園田文乃、
産科学婦人科学講座竹林明枝、小児科学講座丸尾
良浩、多賀 崇、佐藤知実、泌尿器科成田充弘、
富田圭司、整形外科児玉成人、脳神経外科深見忠
輝、薬剤部金本賢枝、須藤正朝、京都第一赤十字
病院乳腺外科糸井尚子、済生会滋賀県病院産婦人
科中川哲也、東近江医療センター産婦人科郭 翔
志。 
 
 
  Ｃ．研究結果 
映像作成について 
現在までに患者および医療者の啓発・教育に製作

された映像コンテンツとして、平成27年度「総合
的な思春期・若年成人（AYA）世代のがん対策の
あり方に関する研究」、日本がん・生殖医療学会、
滋賀がん・生殖医療ネットワークで製作した「OF-
Net がん・生殖医療ネットワーク説明用画像」と
日本がん・生殖医療学会、亀田総合病院で作成さ
れた「がん治療をはじめる前に」がある。前者は
パワーポイントに音声を入力し、がん・生殖医療
に関し必要と考えられる情報を提供している。ま
た、この中で滋賀のがん・生殖医療ネットワーク
システムの説明を行っている。一方、後者は、が
ん・生殖医療に関するイラストの説明も行ってい
るが、実写をふんだんに盛り込んで治療がよりイ
メージしやすくなっていた。しかしながら、治療
施設に関する情報提供を行っていない。以上より
治療をイメージしやすい実写画像を採用すること
としたが、経済的効率性も考え、既存の「がん治
療をはじめる前に」に治療施設に関する情報を追
加し、改訂することとした。4月より日本がん・生
殖医療学会のホームページならびにyou tubeにて
自由に閲覧できることとなる。 
 
患者説明用イラスト集 
現在までに患者および医療者の啓発・教育に製作
された出版物、リーフレットとしてがん・生殖医
療研究会（現在学会）監修「がん・生殖医療 妊
孕性温存の診療」（2013年 医師薬出版株式会社）、
日本癌治療学会編「小児,思春期・若年がん患者の
妊孕性温存に関する診療ガイドライン」（2017年
 金原出版株式会社）、日本がん・生殖医療学会
編「乳がん患者の妊娠・出産と生殖医療に関する
診療の手引き 2017年版」（2017年 金原出版株
式会社）、平成28年度厚生労働科学研究費補助金
（がん対策推進総合研究事業） 「小児・若年がん
長期生存者に対する妊孕性のエビデンスと生殖医
療ネットワーク構 築に関する研究」班編「がん治
療を 開始するにあたって 開始するにあたって＜
 ＜抗がん剤編 ＞ 」、同がん専門相談員向け手引
き「がんと妊娠の相談窓口」、平成27年度厚生労
働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業）
 「小児・若年がん長期生存者に対する妊孕性のエ
ビデンスと生殖医療ネットワーク構築に関する研
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究」班および平成27年度科学研究助成事業基盤研
究C「若年乳癌患者の女性を支援する患者ナビゲー
ションシステムの導入と実証研究」作成のパンフ
レット「乳がん治療にあたり 将来の出産をご希
望の患者さんへ」がある。これらはすべて医療者
あるいは患者が読むことにより情報を得るツール
であった。また、昨年度の本分担研究で医療者が
患者説明用のツールの作成を望む意見が多かった
ことより、医療者から患者の説明に用いるイラス
トの作成を行うこととした。 
 
 
Ｄ．考察 
現在までの製作されてきた患者および医療者の教
育、啓発用の出版物、リーフレットなどを検証し、
不足していると考えられる患者説明用映像と患者
説明用イラスト集を作成した。 
 
 
Ｅ．結論 
がん・生殖医療に関する患者説明用の映像と患者説
明用のイラストを作成し、日本がん・生殖医療学会
のホームページ上から自由に視聴あるいはダウン
ロードできるようにした。平成30年4月にこれらが
可能となる予定である。 
 
 
Ｆ．健康危険情報 
特に認めなかった。 
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